
in
ま
つ
だ
い

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

第
10
回

松代地域
特集

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り
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私
を
含
め
ス
タ
�
フ
の
ほ
と
ん

ど
が
よ
さ
こ
い
に
関
し
て
は
素
人

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
10
回
目
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
今
は
亡
き
金
子

偵
人
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。
金
子
さ
ん
は
常
々
「
ハ
レ

と
ケ
」
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
２
回
の

開
催
準
備
中
に
40
代
と
い
う
若
さ

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
が
目
指
し
て
い
た
祭
り
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
も
観
客
・
出
演
者
・

ス
タ
�
フ
か
ら「
来
て
よ
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
な
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
祭
り
に
し
た
い
で

す
。

　「
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
や
観

光
客
を
結
ん
で
元
気
を
つ
な
い
で

い
こ
う
」
と
い
う
地
域
住
民
の
思

い
か
ら
始
ま
�
た
「
ほ
く
ほ
く
線

元
気
ま
つ
り
in
ま
つ
だ
い
」。
当

日
は
４
５
０
０
人
が
、
19
チ
�
ム

の
よ
さ
こ
い
演
舞
と
地
域
の
味
自

慢
の
出
店
で
1
日
を
楽
し
み
ま
し

た
。
今
年
は
開
催
10
回
を
記
念
し

て
、
よ
さ
こ
い
祭
り
（
高
知
県
で

開
催
）
で
受
賞
歴
の
あ
る
上
總
組

（
埼
玉
県
）
も
参
加
し
、
迫
力
の

あ
る
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ほ
く
ほ
く
線
は
、
昭
和
６
年
の

請
願
運
動
か
ら
始
ま
り
、
長
い
年

月
を
か
け
平
成
９
年
に
開
通
し
ま

し
た
。
松
代
地
域
は
、
発
祥
の
地

と
し
て
開
通
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
10
回
の
節
目
と
併
せ
て
、
平
成

27
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
開
通
に

伴
う
、
ほ
く
ほ
く
線
「
特
急
は
く

た
か
」
の
廃
止
と
い
う
時
代
の

転
換
期
も
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
の
写
真

と
と
も
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
思
い
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
は
、
地
域
住
民
の

心
も
生
活
も
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
く
ほ
く
線
を
潤
し

て
き
た
特
急
は
く
た
か
に
感
謝
に

気
持
ち
を
込
め
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

設
立
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
急
は
く
た
か
廃
止
は
、
普
通

列
車
の
特
急
通
過
待
ち
が
な
く
な

る
分
、
乗
車
時
間
は
短
く
な
る
の

で
、「
地
域
住
民
の
足
」
と
し
て

は
充
実
す
る
は
ず
だ
と
前
向
き
に

捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
３

月
の
は
く
た
か
運
行
最
終
日
に
は

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
ま
つ
だ
い
駅
で
の
お
見
送
り

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
ほ
く
ほ
く
線
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ほくほく線元気まつり
実行委員長

ＮＰＯ法人ほくほく村
事務局長

品田 靖さん
（松代・56歳）

思
い
を
引
き
継
ぎ
10
回
目

「
特
急
は
く
た
か
」
に
感
謝

村山 達三さん
（松代・69歳）

松
代
地
域
特
集

よこさい
ステージ

まつだい駅前広場

よこさい
パレード

松代本町通り商店街

昭和６年
昭和20年～

昭和43年８月
昭和55年
昭和59年
昭和60年
平成元年

平成９年３月22日

「地域活性化のために鉄道を」と地元有志が請願運動を開始
請願が採択され、線路・経済調査が進む中、北線派（直江津～松代～六日町）
と南線派（直江津～松之山～湯沢）の誘致合戦など、さまざまな地域の動きが
活発になる
六日町～十日町間工事着工
日本国有鉄道再建促進特別処置法により予算凍結・工事中断
中断した工事を代わりに進めるため、第３セクター「北越急行株式会社」設立
北越急行に「地方鉄道事業免許」の認可が下り工事再開
政府が高速列車の運行を決める
ほくほく線開通

ほくほく線の歴史

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特集１

●問い合わせ：松代支所地域振興課☎597-2220

10月12日㈰



ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

雪とともに
生きる産業振興

観光交流

地域自治
組織

自然環境
の保全

協働の
原則

情報
共有の
原則

地域資源
活用の原則

市民 市議会

行政

まちづくりの方針

地域自治

まちづくりの役割

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

　市民の皆さんの力で耕さ
れた「市民が主役のまちづ
くり」という土壌があって、
まちづくり基本条例ができ
ました。

まちづくりの基本原則
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十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
９
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
（
施
行
は
平
成
27
年
４
月
１
日
）。
10
月
10
日
号

で
は
、
そ
の
意
義
や
制
定
ま
で
の
取
組
み
経
過
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、

条
例
の
全
体
像
や
新
し
い
制
度
、
子
や
孫
に
住
み
継
が
れ
る
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
メ
�
セ
�
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　さまざまな経験をとおして、まちづくりの主役として

活躍する人たちが増えてきました。

市民が主役のまちづくり

　雪は、克服すべき課題であると同時
に、活力としてまちづくりに生かすこ
とができる資源でもあります。

　安全・安心・快適な暮らしのため
にも、所有する資産は所有者が責任
をもって適正に管理しましょう。

　地域の特色を生かした活動もまち
づくりの一つです。地域自治組織
をまちづくりの大切なパート
ナーとして応援します。

イメージでみる
まちづくり基本条例 

　次ページでは、まち
づくりの主役の皆さん
のこれからのまちづくり
や条例に期待する声を
お伝えします。

－ 

誕
生
・
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
❷ 

－

私
た
ち
の
「
思
い
と
力
」
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

おさらい

子や孫に住み継がれる、
住みよい十日町市の実現を目指して
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常設型

▶必要なときに備えて、あらかじめ住
民投票に必要な要件や手続を定めて

おくものです。この要件を満たせば

新たな条例をつくらなくても住民投

票を実施することができます。

　このまちに暮らす誰もが、十日町市がいつまでも子や孫に住み継がれるまち

であってほしいと願っています。まちづくりの主役である市民の皆さんが、ま

ちづくり基本条例や市のまちづくりに期待することをお伝えします。

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
は
、
市
の
方
向
を
分
け
る
よ
う
な
重
要
な
課
題
が
生
じ
た
と
き
に
、
こ

の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
の
意
見
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
住
民
投
票
条
例
」
を
つ
く
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
「
住
民
投
票
条
例
」
案
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
住
民
投
票
条
例
と
は

　
住
民
投
票
は
、
市
政
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
、
市

政
に
声
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
一
つ

で
、
条
例
と
い
う
ル
ー
ル
に
従
っ
て
実
施
さ
れ

ま
す
。
住
民
投
票
条
例
の
形
は
大
き
く
分
け
て

次
の
よ
う
に
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
当
市
の

条
例
は
「
常
設
型
」
と
な
り
ま
す
。

Ｑ＆Ａまちづくり基本条例

個別設置型

▶必要なときに、住民投票を行うため
の条例をその都度つくるものです。

まちづくり基本条例ができると、私たちの暮らしの何が変わるの？

条例は、市全体で共有するまちづくりの方向性や基本的なルールを定めたもので

す。つくったことで暮らしが変わる「特効薬」ではなく、住みよい市を実現す

るために、市民・市議会・行政が力を合わせて協働してまちづくりに取り組むことを

後押しする「漢方薬」というべきものです。

まちづくり基本条例ができることで、罰を受けることや強制されることはありますか？

条例は、誰かを罰したり、何かを強制したりすることを目的としたルールではあ

りません。市民の皆さんがまちを良くするために実現したいこと（＝まちづくり）

を後押しするものです。私たち１人ひとりが、このまちについて考えるときに参考に

することが大切です。

条例に書かれているまちづくりの基本ルールや方向性は誰が決めたのですか？

このまちの最も基本的なルールとなることから、市民の皆さんの意見をもとにつ

くられています。

Ｑ1

Ａ1

Ｑ2

Ａ2

Ｑ3

Ａ3

　「子どもの健やかな成長

のために」という言葉を条

例素案の中に見つけたと

き、急に親しみが湧きまし

た。条例には、「まちづく

りの主役は市民」と書かれ

ています。主役である私た

ち一人ひとりが、条例に込

められたさまざまな思いや

願いを、これからのまちづ

くりの中で育てていきたい

ですね。

　まちづくりは、いくら進んでも終わり

がないと思っています。だからこそ「ひ

とづくり」が必要なのではないでしょう

か。その「ひとづくり」について明記さ

れているこの条例が、まちづくりを継続

するための基本になってほしいです。そ

して、みんながさまざまな考えを認め合

い、広い視点でまちづくりを考えるとき

に役に立つ条例になればと思います。

　街並みや景観からみた「まちづく

り」にこだわりを持っていましたが、

いろいろな地域・人・活動と出会う中

で、この地にある全てのコトが資源と

なり、まちを形成していることに気づ

きました。十日町市はこういった資源

の宝庫なので、これらを活用して地域

循環型社会を実現することが、「この

まちが好きで、住みたい」という思い

につながると考えています。地域資源

を生かしたまちづくりにチャレンジし

たいですね！

　高齢者を対象にサロンを開

催していることもあり、お年

寄りの姿にまちの良さを重ね

ています。人口減少化社会で、

4人に 1人が高齢者という時

代になりました。子や孫から

住み継がれるまちであるため

にも、このまちに暮らす人が

健康で元気に年老いることが

できるような、そんなまちに

なってほしいです。

私たちの「 思いと力」 を
　　　　　  未来へつなぐ

高橋敏昭さん

（芋川・64歳）

阿部正義さん

（上原・49歳）

星野景子さん

（十日町栄町・68歳）

関口美智江さん

（昭和町・59歳）

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
制
度
も
で
き
ま
す

条例とこれからのまちに
期待します― 

住
民
投
票
条
例
の
策
定
に
向
け
て 

―

— まちづくりの主役（市民）の声 —

　市では、まちづくりの道しるべとなる「まちづくり基本条例」と、

まちづくりにおける新しい制度となる「住民投票条例」をより深く知

ってもらうために、直接伺ってお伝えする出前講座を開催します。気

軽にお申し込みください。

■開催期間＝11月下旬～ 12月22日㈪

■対　　象＝グループ・団体など（複数人が対象）

■応募方法＝企画政策課協働推進係へ直接申し込んでください。

　　　　　　☎757-3693　FAX	752-4635

　　　　　　注)申し込み時に希望候補日を確認し、日程調整します

「まちづくり基本条例」と「住民投票条例（原案）」をもっとよく知ろう！

例素案の中に見つけたと

き、急に親しみが湧きまし

た。条例には、「まちづく

りの主役は市民」と書かれ

ています。主役である私た

ち一人ひとりが、条例に込

められたさまざまな思いや

願いを、これからのまちづ

くりの中で育てていきたい

ですね。関口美智江さん

高橋敏昭さん

星野景子さん

（十日町栄町・68歳）

阿部正義さん
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さまざまな
ネットワーク

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2015

2015年7月26日㈰～9月13日㈰

越後妻有760㎢（十日町市・津南町）

会　期

開催地

　
２
０
１
５
年
夏
、「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻

有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
１
５
」
は
６
回

目
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
新
た
な
２
つ
の

テ
�
マ
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
約
２
０
０
点
の
恒

久
作
品
に
加
え
、
15
の
国
と
地
域
か
ら
の
ア
�
テ

�
ス
ト
約
１
０
０
組
に
よ
る
新
し
い
作
品
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

人
間
が
自
然
・
文
明
と

関
わ
る
術
こ
そ
が
「
美
術
」

　
人
間
が
自
然
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に

培
っ
て
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
・
技

術
に
焦
点
を
当
て
た
作
品
に
加
え
、
近
代
美

術
の
概
念
を
超
え
た
自
然
と
人
間
の
関
係
に

焦
点
を
当
て
た
21
世
紀
の
「
美
術
」
を
概
観

し
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
と
し
て
磯
辺
行
久
さ
ん
の

作
品
「
土
石
流
の
記
念
碑
」
を
展
開
し
ま
す
。
長
野
県

北
部
地
震
（
２
０
１
１
年
３
月
12
日
発
生
）
に
よ
る
土

砂
崩
れ
範
囲
の
緑
に
黄
色
い
ポ
�
ル
を
立
て
ま
す
。

都
市
と
地
域
の
交
換

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
サ
ポ
ー
タ
ー
・
応

援
団
・
企
業
の
ネ
�
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な

が
ら
、
地
域
と
都
市
が
交
流
し
、
お
互
い
が

得
意
な
こ
と
を
補
い
合
う
「
交
換
」
の
場
を

つ
く
り
ま
す
。
　

　
２
０
１
１
年
の
震
災
以
降
、
東
北
の
子
ど

も
た
ち
と
つ
な
が
る
べ
く
始
ま
っ
た
「
越
後

妻
有
の
林
間
学
校
」
と
も
連
携
し
、
都
市
・

東
北
・
地
域
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
�
ン

ル
の
人
た
ち
が
関
わ
り
ま
す
。

　ネットワークアドバイザーを迎え、これまでにないネットワークを

つくり、音楽・スポーツ・ファンドレイジングなど多様な角度から芸

術祭を支える仕組みをつくります。

高島 宏平さん

オイシックス㈱
代表取締役社長

　ネットワークアドバイザーとして参加します。都市にいる我々だからこ

そ地域に対してできることがあると思うので、いろいろな仲間を巻き込ん

で芸術祭を盛り上げていきます。これからも都市の人から参加してもらい、

都市の住民だからこそできる支援をしていきたいと思っています。

・荒井　優（㈶東日本大震災復興支援財団専務理事）

・小林武史（音楽家）

・佐藤大吾（㈶ジャスト・ギビング・ジャパン代表理事）

・高島宏平（オイシックス㈱代表取締役社長）

・竹田尚志（キーン・フットウェア㈱代表取締役）

・為末　大（元アスリート）

・塚本光輝（S
ス タ デ ィ

turdy S
ス タ イ ル

tyle代表取締役社長）

・吉松徹郎（㈱アイスタイル代表取締役）

応援団

※五十音順

　
こ
れ
ま
で
５
回
開
催
し
た
「
大
地
の
芸
術
祭
」

の
経
験
を
踏
ま
え
、第
６
回
で
は
「
人
間
が
自
然
・

文
明
と
関
わ
る
術
こ
そ
が
『
美
術
』」
と
「
都
市

と
地
域
の
交
換
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
（
次
ペ
ー
ジ

記
載
）
で
開
催
し
ま
す
。

　
過
疎
高
齢
化
の
中
で
地
域
は
疲
弊
し
、
廃
校
や
空

き
家
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
廃
校
・
空

き
家
こ
そ
地
域
再
生
の
基
盤
に
な
り
え
ま
す
。
今

回
の
芸
術
祭
で
は
、
旧
奴
奈
川
小
学
校
や
旧
清
津

峡
小
学
校
な
ど
の
廃
校
を
活
用
し
た
作
品
を
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
10
月
14
日
㈫
、
大
地
の
芸
術
祭
東
京
企
画
発
表
会
よ
り
）

photo by Junya Ikeda

マ
イ
ナ
ス
か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

北
川 

フ
ラ
ム
（
総
合
デ
�
レ
ク
タ
�
）

　　大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2015

特集３

１２

磯辺行久「土石流の記念碑」（イメージドローイング）越後妻有の林間学校

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ

2015のテーマ
　これまでつくられてきた作品群は、この地域で

人間が生き、生活するために親しみ、ときには格

闘してきた自然と、それに関わる術を、作品をと

おして浮かび上がらせてきました。第６回展では、

さらに２つのテーマを展開します。
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▼問い合わせ先

　大地の芸術祭実行委員会事務局

　（観光交流課内）

　☎757-2637、FAX757-2285 

　電子メール　t-kanko@city.tokamachi.lg.jp

▼作品鑑賞パスポート

当　日 前　売

一　　般 3,500円 3,000円

高・専・大学生 3,000円 2,500円

・2015年３月７日前売発売開始
・飲食店や温泉・宿泊施設、イベント割引など各種優待あり
・取り扱い先：越後妻有オンラインショップ・各種プレイガ

イド・現地拠点施設など

インフォメーションインフォメーション

目

ジ

ェ

玉ロ

プ

ク

ト

　長野県北部地震で全壊し、2012年に再建され

たオーストラリア・ハウスで、シドニーを拠点に

活動している３人の作家が滞在製作を行い、住民

と交流しながらアートプロジェクトを展開しま

す。また、アジアリンクがスポンサーとなり、オ

ーストラリアのパフォーミング・アーツグループ

を招へい・公演を行います。

オーストラリア・ハウス

　地域の充実と、駅を基点とした鉄道そのものが

都市の交流の場となることを目指して、2012年

にスタートしたプロジェクト。下条駅と越後田沢

駅でアートプロジェクトを展開した2012年に続

き、2015年には土市駅と越後水沢駅で展開予定。

台湾の人気絵本作家ジミー・リャオが、作品と絵

本で地域の物語をつくります。

ＪＲ飯山線アートプロジェクト

越後妻有里山現代美術館［キナーレ］

ツァイ・グオチャン［蔡國強］

田島征三

限界芸術百選プロジェクト

　越後妻有の旅のゲートとして2012年にリニュ

ーアルした越後妻有里山現代美術館［キナーレ］。

第６回展は、蔡國強の個展を開催します。

奴奈川キャンパス（仮）

旧奴奈川小学校

　主要５科目以外の美術・体育・家庭

科・音楽を学べる学校を目指し、各教

科に助言者・先生を置き、さまざまな

プロジェクトを展開します。

松代
地域

K
キ ー ン

EENコミュニティハウスプロジェクト T
チ ー ム

eam H
ホ ン

ong K
コ ン

ong プロジェクト（仮）

　フットウェアブ

ラ ン ド・ Ｋ Ｅ Ｅ

Ｎ と、 ア ー テ ィ

ス ト・B
バ ブ

ubb ＆
アンド

G
グ ラ ビ ィ テ ィ ー フ リ ー

r a v i t y f r e e が

2012年から取り組

んでいるプロジェクト。お祭りや農作業に参加しな

がら集落と交流を続け、さまざまな人々が集うプラ

ットフォームを目指しています。2015年は外構の

整備と、おにぎりプロジェクトを展開します。

　持続可能農業

と文化のプラッ

トフォームづく

り、香港の若者

育成を目的に、

ホーコク中等学

校と連携し、５年間のトレーニングプログラム

を組み、学生たちが長期滞在しながら地域の農

業を体験する計画を進めます。

津南
地域

場所
未定

倉庫美術館
旧清津峡小学校

　地域の遊休施設を、都心に倉庫を持

てないギャラリーや作家の作品倉庫と

して使用し、都市の機能の弱点を逆手

に新しい視点で活用します。

中里
地域

地域におけるパフォーマンス
旧上郷中学校

　旧上郷中学校を舞台芸術演者の滞在スペース兼劇場として

再生。会期中は「サンプル」「ニブロール」「指輪ホテル」が、

滞在制作公演を行います。「リン・シュンロン＋ツァイスー

劇団」による屋外舞台制作と上演もします。

津南
地域

Installation view of  in the Great Hall of the Power Station 
of Art, Shanghai, 2014. Photo by Zhang Feiyu, courtesy Cai Studio

 The Ninth Wave

　2012年秋にスタート

し、いけばなやパフォ

ーマンスで集落を渡り

歩き、シルバーアート

展やペンキ絵展などを

行ってきた「里山の限

界」芸術シリーズ。生

活の中にある芸術を探

る企画展を行います。

まつだい「農舞台」 松代
地域

　ヤギとオバケのトペラトトを主人公に、「学校

はからっぽにならない」の続編を展開。館内に新

しい作品を展開し、本物のヤギやビオトープも登

場します。

鉢＆田島征三　絵本と木の実の美術館

JR
飯山線
沿線

十日町
地域

十日町
地域

松之山
地域

連携プロジェクト

拠点施設の企画展

2015イメージドローイング

ジミー・リャオ【参考作品】※実際に展示される作品とは異なります

Photo by Osamu Nakamura 2015イメージドローイング

Photo by Osamu Nakamura

　　大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2015 大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2015　　
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学力調査

家庭・地域・学校が連携した環境づくりが大切です

全国学力・学習状況調査結果

● ● ● ● ●問合せ：学校教育課757-3336

　平成26年４月に実施した「全国学力・学習状況調査」結果の概要を公表

します。市教育委員会や学校では、この結果を、子どもたちが「分かった」「で

きた」と実感できる授業づくりや、家庭・地域・学校が連携した教育環境づ

くりに生かしていきます。

調査対象 小学校19校の６年生、中学校10校の３年生

　学力には、「学ぼうとする力」「学ぶ力」「学んだ力」「学んだことを活用する力」があり

ます。本調査結果は、その学力の一部分になります。次のグラフは、平均正答率について、

市・県・全国の比較を表しています。Ａは知識、Ｂは活用力を問う出題です。

　学力を高めるためには、食や生活習慣の改善による「心の安定」や豊かな教育環境など

が必要です。本調査は、学習意欲・学習方法・学習環境・生活の諸側面などに関する調査

です。

学習状況
調査

0

20

40

60

80

100

国語Ａ 国語Ｂ

■市平均　■県平均　■全国平均

算数Ａ 算数Ｂ

平成26年度　全国学力テスト（小学校）

0

20

40

60

80

100

国語Ａ 国語Ｂ

■市平均　■県平均　■全国平均

算数Ａ 算数Ｂ

平成26年度　全国学力テスト（中学校）

74.0 74.5 72.9

56.1 58.8

79.4

59.2

78.8

49.2 50.3 51.0

66.4 67.9 67.4

58.7 59.8 59.8

79.5 79.4

59.4 58.2

80.0 78.1

55.5

　活用力を高めるには、基礎基本の確実な定着を図りながら、自らの考えをもち、交流をとお

して課題解決する学習活動を授業に位置付け、実践していくことが大切です。

●学校

・小中一貫教育で９年間のつながりのある授業の実践に努めていきます。

●市教育センター・学校教育課

・教職員を対象にした「若手教員サポート研修」や「学校訪問指導」、「指導力のある教員によ

る模範授業公開」など、教職員の指導力向上研修をさらに充実していきます。

・毎日の授業の中で一人ひとりの児童生徒への学習支援に当たる市雇用の学習指導助手や支援

員の配置を継続していきます。

課題解決の方向3

　小学校・中学校ともに、県・全国と同様に知識を活用する力が低い傾向があります。

課題2

●小学校：全てにおいて、わずかに全国を上回り、県を下回っています。

●中学校：全てにおいて、わずかに全国と県を下回っています。

　このことから、小学校・中学校ともに、ほぼ県・全国並みの学力を身に付けていると言えます。

昨年度に比べると、小学校の国語Ｂと算数Ａ・Ｂ、中学校の数学Ａ・Ｂは大きく向上しました。

結果1

　県と全国と比べて次のような結果になりました。

●上回った項目：「地域行事に参加している」、「携帯やスマホを持っていない」など

●下回った項目：「自分には良いところがある」、「将来の夢や希望がある」、「家庭学習（通塾

　　　　　　　を含む）時間」など

結果1

　子どもたちの生活の中で、「認める・褒める」機会、大人が自らの生きがいを語る場面、学

校外での学びの場が不足していることが考えられます。

課題2

　学校・家庭・地域から自分が見守られている安心感

を伝え、自己肯定感を育んでいくことが大切です。ま

た、学校外の学びの環境整備が必要です。

●学校

・小中一貫教育で９年間を見通した教育活動を実践

していきます。

・児童生徒のがんばりへの賞賛や激励を今まで以上

に行っていきます。

●家庭・地域

・手伝いや行事への参加を促し、多様な学びを体験

させましょう。

・共に活動するさまざまな場面で、褒めたり励した

り、生き方に関する思いを語ったりしましょう。

●市教育センター

・「寺子屋塾」「宿題どんとこい事業」など、学校外

の学習の機会を充実していきます。

課題解決の方向3



14市報とおかまち　平成26年11月10日号

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成26年11月10日号15

　
芸
術
の
秋
、
恒
例
の
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
で
腕
を
磨
い

て
い
る
市
民
な
ど
か
ら
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
期
間
＝
10
月
18
日
㈯
～
21
日
㈫
（
4
日
間
）

●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
応
募
者
＝
２
３
０
人

●
応
募
数
＝
２
８
４
点
（
８
部
門

：

日
本
画
10
・

洋
画
47
・
版
画
11
・
現
代
美
術
36
・
彫
刻
8
・

工
芸
19
・
書
道
36
・
写
真
１
１
７
）

●
入
賞
数
＝
60
点

　「
14
才
」

　
　
佐
藤
　
愛
子
（
浦
田
）

◆
奨
励
賞

　
　
平
野
理
恵
子
（
南
魚
沼
市
）

　
　
根
津
　
一
良
（
尾
崎
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
髙
野
し
げ
子
（
南
魚
沼
市
）

◆
佳
作
賞

　
　
水
落
　
安
子
（
漉
野
）

　
　
猪
俣
　
栄
二
（
松
之
山
）

　
　
田
村
紀
代
子
（
下
条
本
町
）

　
　
村
山
富
士
子
（
水
口
）

　
　
水
落
　
孝
子
（
梅
沢
）

　「悠久Ⅱ」

　　徳永　隆男（本町７－２）

◆奨励賞

　　鈴木　隆夫（重地）

◆佳作賞

　　山内　正胤（学校町１）

　　根津　芳雄（上川町）

　「岩石からの使」

　　大口　貞信（松代）

◆奨励賞

　　室橋　浩一（長岡市）

◆佳作賞

　　細貝　昭平（長岡市）

　「夜空ヲ背ニ泣ク」

　　久保田桜・波形かのん・滝澤楓・

　　藤木美聡（津南中等教育学校）

◆奨励賞

　　村山三智男（高田町３西）

　　中　豊和　（稲葉）

◆新潟日報美術振興賞	

　　保坂さつき（姿２）

◆佳作賞

　　惣山　紗妃（十日町総合高校）

　　水落　直也（十日町総合高校）

　　羽鳥花菜子（十日町総合高校）

　　高橋　侑希（十日町総合高校）

　「待ちわびて」

　　小林　実　　（城之古２）

◆奨励賞

　　柳　佳邑　（稲荷町３南）

◆新潟日報美術振興賞

　　須藤　雅昭（上新田４）

◆佳作賞

　　曽根　知子（新座３）

　「區大相詩」

　　保坂　千紘（姿２）

◆奨励賞

　　髙橋　伸子（四日町新田１）

　　庭野美奈子（本町６－３）

◆新潟日報美術振興賞

　　小川　隆　　（四日町新田２）

◆佳作賞

　　島田　美穂（新座３）

　　山口　典子（高山４）

　　山岸　繁雄（松之山）

　　上村　ナホ（新宮１）

　「
雪
の
朝
」

　
　
江
部
　
堅
市
（
南
魚
沼
市
）

◆
奨
励
賞

　
　
茂
野
誠
一
郎
（
長
岡
市
）

　
　
髙
橋
　
俊
明
（
新
座
第
４

－

２
）

　
　
髙
橋
　
嵩
一
（
松
代
）

　
　
村
山
　
晴
好
（
群
馬
県
太
田
市
）

　
　
和
田
　
亨
　
　（
小
千
谷
市
）

　
　
富
井
し
お
り
（
十
日
町
市
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
萩
原
　
茜
　
（
十
日
町
総
合
高
校
）

◆
佳
作
賞

　
　
関
谷
　
萌
　
（
東
京
都
板
橋
区
）

　
　
西
野
　
米
子
（
島
）

　
　
村
山
　
博
　
（
中
町
）

　
　
清
水
　
正
　
（
木
島
）

　
　
鈴
木
　
洋
一
（
松
代
）

　
　
山
岸
多
喜
男
（
蒲
生
）

　
　
根
津
　
順
治
（
中
条
上
町
）

　
　
酒
井
　
一
夫
（
寺
尾
）

　
　
斎
木
　
文
雄
（
南
鐙
坂
）

　
　
根
津
健
一
郎
（
稲
荷
町
３
東
）

　
　
和
田
　
明
子
（
倉
俣
）

　
　
鈴
木
　
耕
治
（
津
南
町
）

今年も多くの力作がそろいました

第47回十日町市美術展

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-8918

日本画

書 道彫 刻

洋 画

版 画

工 芸

写　真現代
美術

　「夏の庭」　

　　丸山　洋子（長岡市）

◆奨励賞

　　関川　捷次（小千谷市）

◆新潟日報美術振興賞

　　狩野　　敏（南魚沼市）

◆佳作賞

　　新保　正文（小千谷市）

市展賞

市展賞

市展賞

市展賞

市
展
賞

市
展
賞 市展賞

市展賞
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大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
こ
へ
び
隊
に
な
り
た
い
と

思
�
た
理
由

　
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
大
地
の
芸
術

祭
を
知
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
興
味

が
あ
り
、
海
外
の
子
ど
も
向
け

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
へ
び
隊
の
活
動
も
楽
し
そ
う
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
、

こ
へ
び
隊
員
か
ら
の
勧
誘
で
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

▼
こ
へ
び
隊
の
活
動
を
通
し
て
の
感
想

　
地
元
の
人
が
温
か
く
、協
力
的
で
す
。

外
部
の
人
が
来
て
も
快
く
受
け
入
れ
て

く
れ
る
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。

▼
こ
へ
び
隊
の
活
動
の
魅
力
と
は
？

　
地
元
の
人
で
も
こ
へ
び
隊
内
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
れ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
大
学
で
学
ん
で
い
る
工
学

と
は
全
く
違
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

学
校
で
は
教
わ
ら
な
い

学
び
が
魅
力

8

地域初の永久橋完成

■撮影時期：昭和37年11月27日

■撮影場所：松代

　松代集落と千
ちとせ

年集落をつなぐ千年橋

が総工費約３千万円と足掛け３年の月日

を費やして完成し、この日落成式が行わ

れました。この橋は松代地域最初の、そ

して当時としては旧東頚城郡最大の永久

橋でした。式には塚田十一郎新潟県知

事（当時）をはじめとする大勢の来賓が出

席し、自衛隊の音楽隊も駆け付けるな

ど盛大に行われました。平成７年12月に

新千年大橋が完成し、その役目を終える

まで地域の交通を支えてきました。

■問合せ：松代支所地域振興課☎597-2220

No.67

き
て
興
味
深
い
で
す
。

▼
越
後
妻
有
の
魅
力
と
は
？

　
大
自
然
で
す
。
同
じ
県
内
在
住
で
す

が
越
後
妻
有
は
別
格
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
﹁
こ
へ
び
隊
﹂
や
﹁
地
元

サ
ポ
�
タ
�
﹂
に
な
る
人
へ
一
言

　
こ
ん
な
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
れ

る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
脈
が
広
が
る
の
が
魅
力
で
す
よ
！

明
道
亮
平
さ
ん
（
燕
市
出
身
・
23
歳
・
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
１
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　﹁
大
地
の
芸
術
祭
﹂の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

�

７
７
６
７

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

四
季
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
、
そ
れ
が
農
業

に
ぎ
や
か
で
協
調
性
の
あ
る
会

社
で
す

子
ど
も
た
ち
に
は
農
業
を
と
お

し
て
自
然
と
触
れ
あ
い
な
が

ら
育
っ
て
も
ら
い
た
い

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
値
を
高
め

て
い
き
た
い

須
藤
さ
ん
︱
農
業
を
子
育
て
に
も
つ
な

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

土
い
じ
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご

す
の
が
理
想
で
す
。

宮
内
さ
ん
︱
子
ど
も
が
野
菜
か
ご
の
台

車
を
押
す
な
ど
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま

す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
触
れ

合
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
農
業
を
と
お
し
て
そ
の
機
会
を
提

供
し
た
い
で
す
。

須
藤
さ
ん
︱
ま
ず
は
与
え
ら
れ
た
仕
事

宮
内
さ
ん
︱
農
業
の
仕
事
は
、
夏
の
暑

さ
や
冬
の
寒
さ
と
い
っ
た
四
季
を
感

じ
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
で
き
る

の
が
醍
醐
味
で
す
。

須
藤
さ
ん
︱
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
作
業
ば
か
り
な
の
で
、
日
々
新
鮮

で
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
仕
事

で
得
た
知
識
を
家
庭
で
生
か
せ
る
と
い

う
の
も
良
い
で
す
ね
。

　高校卒業後に農業大学校へ進学し、農業の基本を
学ぶ。その後、父親の経営する花水農産に入社。

宮内　隆和さん（梅沢・32歳）

　高校卒業後、ホテルやスーパーなどの勤務を経て
今の会社に入社。今年、豆腐販売業務から農作物生
産の担当へ異動。

須藤　あゆみさん（中条島・34歳）

協力
企業

■㈲花水農産
　・農産物生産販売
　など
・十日町市梅沢
・従業員数30人
・☎752-3782
　「土にこだわり、本物を作る」をモットーに、安
全な食を守り続け、お客様に提供します。

求人
あり

を
き
っ
ち
り
こ
な
す
こ
と
。
そ
し
て
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
な
が
ら
農

業
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
内
さ
ん
︱
現
在
、
米
の
食
味
を
向
上

さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま

す
。地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、

共
に
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
値
を
高

め
て
い
き
た
い
で
す
。

須
藤
さ
ん
︱
男
性
が
多
い
職
場
で
す

が
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
の
会

社
で
す
。
農
業
に
は
協
調
性
が
重
要
で

す
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
仕

事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
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　保護者や地域

の皆さんと連携

した「俳句遠足」

が川西中学校で

初めて開催され

ました。中学生

たちは学年混合

の班で、俳句を

詠んだり、問題に答えたりしながら歩きました。全

長約17キロメートルのコース上にあるチェックポ

イントの１つである千手城跡では、地元の千手城址

保存会の皆さんから、城跡にまつわる話を聞きなが

ら地域の歴史への理解を深め、高台からの眺望に感

動していました。

　実
じっしょう

昇清水が新潟県の名水に指定されました。

この清水は城川ダム近くの城の池のそばにあ

り、豊富な水量で池の水車を回しています。夏

場でも枯れることのない清水を目当てに、地元

だけでなく、県内各地から訪れる利用者もいる

おいしい清水です。

※8020運動とは、満80歳で20本以上の歯を残すこ
とを目的にした、歯科に関する取組みです

■本年度の新潟県よい歯のコンクール受賞者

　◎「親と子のよい歯のコンクール」

　　　奨励賞

富井奈穂子さん

　　柚希さん

　　（市之越）

◎「いきいき人生

　　よい歯のコンクール」

　　奨励賞および

　　8020財団理事長賞

　市では、生涯を通じて自分の歯で、お

いしく食べて楽しくいきいき過ごせるこ

とを目指して歯や口の健康づくりを推進

しています。毎年、県の「よい歯のコン

クール」への参加に取り組んでいて、本

年度は１組の親子と80歳以上の２人が

受賞しました。富井さんは親子でむし歯

が１本もありません。池田さん・根津さ

んは80歳以上で20本以上自分の歯があ

り、健康的に過ごしています。皆さんも

「8020」目指して、できることから始め

ましょう。

俳句遠足～ふるさとを歩こう～

10月９日㈭：千手・上野地区

室野のおいしい水が新潟県の名水に

室野地内

８
ハチマルニイマル

０２０運動で歯
は

っぴーすまいる！

　黄色い花で一色に彩られた「天水島花祭」。集落で花植えに取り組

んできた「ヤナギバヒマワリ」の花が会場一面に咲きそろいました。

祭りには集落の人たち約40

人が集まり、花を愛でながら

おいしいお酒や郷土料理を

食べ、カラオケをしたり昔の

映像を見たりしながら、楽し

い時間を過ごしました。

　「十日町雪まつり」のマスコットキャラクターである、

雪の妖精ネージュが生まれ変わりました。ネージュは、第

45回の雪まつりを記念し、「Z
ズ ッ カ

uccaブランド」で有名な小

野塚秋良さん（松之山出身）のデザインで誕生しました。

今回も小野塚さんのデ

ザインで、まんまる・

ふわふわで、よりかわ

いらしくなりました。

これまで以上にかわが

ってください。

秋を楽しむ花祭に笑顔も満開

10月11日㈯：天水島地内

生まれ変わった「ネージュ」をかわいがってね

根津孝二さん
（学校町１）

池田チイさん
（高山４）

叙勲おめでとうございます

表彰おめでとうございます

江村 久さん（北鐙坂３・66歳）

　昭和44年から約40年間消防の職に

従事し、その間の多岐にわたる功績が

認められました。江村さんは「私個人

ではなく組織全体の取組みを評価され

たものと思います。後輩たちの励みに

もなればうれしいです」と話しました。

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

金澤 誠一さん（太田島１・78歳）

　昭和50年の国勢調査から今まで102

回の調査に従事した功績が認められま

した。金澤さんは「受章には驚きまし

た。快く調査を受けてくれたり、届け

てくれたりする人もいて、うれしいこ

ともありました」と振り返りました。

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
功
労
）

越村 齊さん（新座４- ２・75歳）

　昭和50年の国勢調査から長きにわ

たって、統計調査に尽力した功績が認

められました。越村さんは「地域のた

めにとさせてもらいましたが、地域を

知ることができ、自分のためになり感

謝しています」と話していました。

総
務
大
臣
表
彰

（
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
功
労
）

　中里中学校が創立30周年を迎え、記念式典が行われま

した。生徒会長の樋口亜美さん（３年）は「中里中生徒の

良いところは、一人ひとりがいろいろな魅力を持っている

ことです。その魅力は、地域に支えられ、多くの人の応援

があるからこそのものです」と全校生徒126人を代表して

感謝の言葉を述べました。「心一つに学び続けん」 ｜ 	記念

式典中に響き渡った校歌は、30年間変わらない人々の思

いを一つにしました。

心一つに学び続けん ―中里中学校創立30周年―

10月25日㈯：中里中学校
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

祉
部
）、
池
田
富
夫
さ
ん
（
県

猟
友
会
会
長
、
同
会
十
日
町
支

部
長
）

問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５

｜

８
３
１
１
）

枯
木
又
新
そ
ば
の
会

日
11
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～

会
交
流
施
設
の
っ
と
こ
い

￥
１
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
８

０
０
円

他
そ
ば
打
ち
が
で
き
る
服
装

問
春
川（
☎
７
５
９

｜

２
２
１
６
）

越
後
名
物
数
々
あ
れ
ど
ツ
ア
ー

　
十
日
町
市
の
お
い
し
い
お
酒
と

妻
有
ポ
ー
ク
「
越
乃
紅
」
を
堪
能

で
き
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
す
。

日
11
月
29
日
㈯
午
後
０
時
10
分
～

2
時
40
分
※
十
日
町
駅
集
合
・

解
散

￥
２
５
０
０
円

定
20
人
※
3
人
以
下
の
と
き
は
中

止
内
「
メ
ン
チ
カ
ツ
サ
ン
ド
」（
プ

ロ
グ
タ
ウ
ン
）、
酒
蔵
見
学
と

「
吟
醸
生
」（
松
乃
井
酒
造
場
）、

「
越
乃
紅
米
シ
�
ブ
コ
ー
ス
」

（
ブ
ア
ソ
ン
・
フ
�
レ
）

〆
11
月
20
日
㈭

申
・
問
観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

里
山
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル

－

い
っ
し
ょ
に
ま
な
ぶ

　
　

い
っ
し
ょ
に
た
の
し
む

－

　
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

�
キ
ナ
ー
レ
�
の
作
品
を
学
び
、

自
分
の
作
品
を
作
る
全
５
回
の
工

作
教
室
で
す
。

日
／
内
11
月
15
日
㈯
／
光
る
泥
だ

ん
ご
を
つ
く
ろ
う
、
22
日
㈯
／

ト
リ
�
ク
ア
ー
ト
を
撮
ろ
う
、

12
月
6
日
㈯
／
影
絵
で
あ
そ
ん

で
み
よ
う
、
20
日
㈯
／
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
、
最
終
回

の
日
程
・
内
容
は
調
整
中
※
い

ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

会
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

�
キ
ナ
ー
レ
�

￥
５
回
7
千
円
※
１
回
の
み
は
１

５
０
０
円

問
大
地
の
芸
術
祭
の
里
総
合
案
内

所
（
☎
７
６
１

｜

７
７
６
７
）

文
化
庁
巡
回
展

「
日
本
発
掘

－

発
掘
さ
れ
た

日
本
列
島
２
０
１
４

－

」

　
野
首
遺
跡
（
上
新
田
地
内
）
出

土
の
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器
4
点

が
出
品
さ
れ
ま
す
。

日
11
月
15
日
㈯
～
12
日
21
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
月
曜
日
※
祝
日
の
と
き
は
火
曜

日
会
長
野
市
立
博
物
館
（
長
野
市
）

￥
３
０
０
円
、高
校
生
１
５
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
円

問
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５
３

１)青
春
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

　
高
校
生
が
主
体
で
運
営
す
る
ま

ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

3
時

会
・
内

●
本
町
２
丁
目
広
場
＝
屋
台
村
・

ビ
ン
ゴ
大
会
・
福
ま
き
・
十
日

町
高
校
書
道
部
パ
フ
�
ー
マ
ン

ス
●
ふ
ら
�
と
ス
テ
�
シ
�
ン
︵
本

町
2
︶
＝
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
（
ダ

ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
バ
ン
ド
な

ど
）・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

●
本
町
分
庁
舎
＝
お
化
け
屋
敷

●
ま
ち
の
す
︵
本
町
3
︶
＝
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
大
会
（
遊
戯
王
・
バ

ト
ス
ピ
な
ど
）・
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
大
会
（
ウ
ィ
ニ
ン
グ
イ
レ
ブ

ン
２
０
１
４
）

他
11
月
16
日
㈰
～
12
月
中
旬
ま
で

中
心
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の

柱
に
、
高
校
生
に
よ
る
将
来
の

夢
や
大
人
へ
一
言
な
ど
を
短
冊

に
し
て
張
り
出
し
て
い
ま
す

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ぎ
わ
い
（
☎
７

６
１

｜

７
２
３
０
）

第
₂₀
回
里
山
学
会

雪
里
に
お
け
る
人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

－

適
切
な
鳥
獣
被
害
対
策
と
保
護
管
理
に
向
け
て－

日
11
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

４
時

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

内
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

�
シ
ョ
ン

講
望
月
翔
太
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
潟

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ
副

会
長
・
新
潟
大
学
自
然
科
学
系

助
教
）

●
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
小
林
庄
一
さ
ん

（
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

　吉田・鐙島小学校の５・６年生と吉田中学校の１年生が、

「こころの健康～ストレス対処法を学ぼう～」と題してリラ

ックス動作法を学びました。臨床動作士の指導を受け、腰・

肩・呼吸・立位の動作法を体験した後、小・中縦割り班で、

自分が感じた心身の変化や、どんな場面に実際使えそうかな

どを伝え合いました。「今回習った動作法を生かして、毎日

元気に過ごしたいです」など自分からやってみようとする姿

が多く見られました。

小中合同保健指導「吉田パワーアップ作戦」で小学生と中学生が合同授業

９月19日㈮：吉田中学校広告掲載

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

　中越大震災から10周年を迎えたこの日、E
え ち ご

CHIGO-T
つ ま り

SUMARI

フェスタが青年会議所主催で開催されました。「次の世代による

笑顔に繋げる演奏」では、十日町高等学校吹奏楽部と十日町中学

校吹奏楽部による合唱や演奏で、これまでの感謝と地域の元気を

発信しました。また、十日町青年会議所・十日町社会福祉協議会・

NPO法人セーフティネットぼうさいの３団体による「防災ネッ

トワーク」の締結式も行われました。十日町青年会議所理事長の

小山大志さん（北鐙坂３・37歳）は「３団体のそれぞれの良さ

を生かして連携し、市民の生命と財産を守りたい。これが始まり

なので、地域に認知してもらいながら活動したいです」と今後の

意気込みを語りました。

10周年を機に、新たな地域づくりの力に

10月23日㈭：キナーレ

　事故の再現を実際に見ることで事故の怖さを認識

させる「スケアード・ストレイト」という技法を用い

た自転車交通安全教室が実施されました。プロのスタ

ントマンが再現

した目の前で起

こる事故に、生徒

からは悲鳴が上

がっていました。

参加した宮嶋太

陽さん（１年）は

「今日見たことを

教訓に、これから

も自転車の安全

運転に取り組ん

でいきたいです」

と話しました。

見たくない「身近な事故」を見て感じてほしい

10月24日㈮：水沢中学校

小中

一貫

教育

レ
ポ
ー
ト

　初開催の「商工祭A
ア ザ ス

ZASU2014」（中里商

工会主催）では、お仕事体験イベントが子ど

もたちに大人気でした。パティシエ・寿司屋・

大工・ネイリスト・警察など、たくさんの職

業体験に、子どもたちは真剣な顔をしながら

も目を輝かせて体験していました。

おおきくなったら何になる？

10月12日㈰：中里総合センター前



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

（
☎
７
５
７

｜

３
１
０
０
）

特
別
講
演
会

地
域
博
物
館
の
可
能
性

　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
あ
り
方

を
学
び
ま
す
。

日
11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

会
情
報
館

￥
無
料

定
先
着
40
人
※
要
事
前
申
し
込
み

講
佐
々
木
秀
彦
さ
ん
（
東
京
都
美

術
館
学
芸
員)

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５

３
１)

ま
ち
な
か
元
気
応
援
助
成
事
業

わ
く
わ
く
歌
声
喫
茶

　
生
伴
奏
で
歌
っ
て
３
世
代
交
流

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
30
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午

会
ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

本

町
２)

￥
千
円
※
子
ど
も
５
０
０
円

他
朗
読
（
橘
由
貴
さ
ん
）
と
チ
ェ

ロ
（
翠
川
敬
基
さ
ん
）
の
鑑
賞

会
も
同
時
開
催

申
・
問
十
日
町
お
や
こ
劇
場
・
丸

山
（
☎
０
９
０

｜

２
５
４
８

｜

０
５
０
７
）

橘
由
貴 

朗
読
芸
術
へ
の
誘
い

〜
樋
口
一
葉 

十
三
夜
〜

　
美
し
い
朗
読
と
チ
ェ
ロ
の
響
き

か
ら
、
新
た
に
紡
ぎ
出
さ
れ
る
一

葉
の
世
界
。
日
本
文
学
を
朗
読
で

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
30
日
㈰
午
後
７
時
～

会
情
報
館

対
中
学
生
以
上

￥
１
５
０
０
円
、
中
・
高
校
生
千

円
●
出
演
＝
朗
読

：

橘
由
貴
さ
ん
、

チ
ェ
ロ

：

翠
川
敬
基
さ
ん

問
「
橘
由
貴	
朗
読
芸
術
へ
の
誘

い
」
実
行
委
員
会
・
岡
村
（
☎

０
９
０

｜

７
２
８
８

｜

８
９
９

６
）

職
員
知
恵
出
し
会
議

政
策
提
案
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
発
表
会
）

　
市
職
員
の
斬
新
で
柔
軟
な
政
策

提
案
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
優

れ
た
提
案
は
新
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

日
12
月
３
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
３
つ
の
班
が
選
択
し
た
い
ず
れ

か
の
政
策
（
過
疎
化
・
少
子
化
・

高
齢
化
）
を
提
案
し
ま
す

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
９
３
）

第
３
回 

近
代
名
作
読
書
講
座

今
読
み
た
い
、
ま
た
読
み

た
い
日
本
の
名
作

　
題
名
だ
け
な
ら
誰
も
が
知
っ
て

い
る
名
作
を
読
み
返
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
味
わ
う
講
座
で
す
。

日
12
月
４
日
㈭
午
後
７
時
30
分
～

８
時
40
分

対
中
学
生
以
上

定
先
着
30
人

内
『
蒲
団
』（
田
山
花
袋
作
）
の

鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
日
本

の
私
小
説
の
誕
生
を
現
代
の
視

点
か
ら
考
え
ま
す

講
庭
野
三
省
さ
ん
（
市
教
育
委
員

長
）

会
・
申
・
問
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１

０
０
、Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

「
ご
み
減
量
標
語
」
募
集

　
ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
標
語
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
入
賞
者
に
は
12
月
中

旬
に
通
知
し
、
賞
品
（
商
品
券
）

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

対
市
内
に
在
住
も
し
く
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
※
中
学
生
以

下
を
除
く

他
応
募
数
は
１
人
１
点
と
し
、
応

募
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

り
ま
す
※
入
賞
者
は
市
の
広
報

や
市
民
環
境
会
議
会
報
に
作

品
・
氏
名
な
ど
を
掲
載
。
さ
ら

に
最
優
秀
作
品
は
平
成
27
年
度

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

〆
11
月
25
日
㈫

申
・
問
は
が
き
（
電
子
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
も
可
）
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
９
４
８

｜

０
０
５
６
十
日
町

市
丑
９
１
５

｜

2
十
日
町
市
民

環
境
会
議
事
務
局
（
環
境
衛
生

課
内
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４
、

Ｆ
７
５
７

｜

１
７
５
１
）

新
し
い
「
超
快
速
列
車
」

の
愛
称
募
集

　
ほ
く
ほ
く
線
で
は
平
成
27
年
３

月
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
、
今
ま
で
よ

り
速
い
快
速
列
車
を
運
行
し
ま

す
。
こ
の
「
超
快
速
列
車
」
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
北
越

急
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.h
o
k
u
h
o
k
u
.c
o
.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
11
月
15
日
㈯
～
30

日
㈰

問
北
越
急
行
㈱
本
社
愛
称
募
集
係

（
☎
０
２
５

｜

７
７
０

｜

２
８

２
０
）

生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
試
験
内
容
な
ど
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
＝
①
推
薦

：

11
月
１

日
㈯
～
12
月
５
日
㈮
、
②
一
般

採
用

：

11
月
１
日
㈯
～
平
成
27

年
１
月
９
日
㈮

●
応
募
資
格
＝
平
成
10
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

問
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張

所
（
☎
０
２
５
８

｜

33

｜

０
２

５
６
）

十
日
町
病
院
休
診

　
次
の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
眼
科
】

日
11
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

【
耳
鼻
咽
喉
科
】

日
11
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

問
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７

｜

５
５
６
６
）

社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会　

公
開
講
座

日
11
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

会
水
沢
公
民
館

￥
無
料

内
「
地
域
医
療
と
地
域
福
祉

－

新
・

　10月３日㈮、全国大会に出場する選手の壮行会が行われまし

た。大会・選手は次のとおりです。（敬称略）

第45回ジュニアオリンピック陸上競技大会

日10月31日㈮～ 11月２日㈰

会神奈川県日産スタジアム

●選手＝田邊千夏、	越村心音（以上十日町中）、	阿部敏明（中条

中）、	柳万葉（水沢中）、仲嶋嵩人、髙橋ひなた（以上川西中）

第69回国民体育大会

日10月13日㈪～ 22日㈬	

会長崎県立総合運動公園陸上競技場ほか

●選手＝陸上競技／阿部敏明（中条中）、庭野勇吾（十日町総合

高）、相馬由佳（愛知教育大・十日町高出身）、バスケットボー

ル／高橋浩平、杉谷礼智（以上十日町高）、野球（硬式）／池

田貴将（日本文理高・南中出身）、ボウリング／渡邉望（十日

町総合高）、相撲／金井旺雅（海洋高・中条小出身）

全国大会出場選手壮行会開催

十
日
町
病
院
の
地
域
連
携
に
つ

い
て

－

」(

仮
題
）

講
塚
田
芳
久
さ
ん
（
県
立
十
日
町

病
院
院
長
）

申
・
問
妻
有
福
祉
会(

☎
７
５
８

｜

２
０
５
０
）

家
族
介
護
教
室
・
介
護
者
交
流

　
認
知
と
は
、丸
ご
と
「
認
」
め
、

本
人
の
気
持
ち
を
「
知
」
る
こ
と

で
す
。
認
知
症
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園

対
認
知
症
の
人
の
家
族
・
介
護
に

携
わ
る
人

定
30
人

内
講
演
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
笑

顔
で
暮
ら
し
た
い
」・
懇
親
会

（
茶
話
会
）

講
金
子
裕
美
子
さ
ん
（
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
新
潟
県
支
部
代

表
）

申
・
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

三
好
園
・
金
澤
（
☎
７
６
１

｜

７
３
６
４
）

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
を

控
え
ま
し
ょ
う

　
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
十
日
町
地
域

で
は
、「
カ
タ
ハ
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
）
は
、
急
性
脳
症
の
発

症
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
腎
機
能
の
低
下
し
て

い
る
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人

も
摂
取
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
県
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

（
☎
０
２
５

｜

２
８
０

｜

５
２

０
５
）

「
十
日
町
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
と
関
連
条

例
（
要
旨
）
へ
の
意
見
募
集

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
試
案
と
関
連
条
例
（
要

旨
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

試
案
な
ど
を
閲
覧
の
上
、
規
定
の

様
式
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
11
月
７
日
㈮
～
20

日
㈭

●
閲
覧
場
所
＝
本
庁
・
各
支
所
・

分
庁
舎
・
情
報
館
・
各
地
区
公

民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
子
育
て
支
援
課
保
育
園
係
（
☎

７
５
７

｜

９
１
６
９
）

子
ど
も
博
物
館
Ⅲ

縄
文
体
験 

ミ
ニ
チ
ュ
ア

土
器
・
勾
玉
づ
く
り

日
12
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時

対
小
学
4
～
6
年
生
※
保
護
者
参

加
可

￥
千
円
※
材
料
費

定
先
着
10
人
※
保
護
者
除
く

内
オ
ー
ブ
ン
で
焼
け
る
粘
土
を
使

っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
づ
く

り
、
コ
ハ
ク
（
縄
文
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
、
木
の
樹
脂
が

固
ま
っ
て
で
き
た
宝
石
）
の
勾

玉
づ
く
り

他
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

〆
11
月
29
日
㈯

会
・
申
・
問
申
込
書
（
学
校
で
配

布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
博
物

館
（
☎
７
５
７

｜

５
５
３
１)

第
２
回

働
き
盛
り
の
健
康
講
座

　
講
演
と
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

日
12
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

１
時

会
十
日
町
中
学
校

￥
３
千
円
（
ボ
ー
ル
２
個
付
き
）

※
ボ
ー
ル
持
参
の
と
き
は
１
５

０
０
円

講
中
尾
和
子
さ
ん
（
厚
生
労
働
大

臣
任
命
健
康
大
使
）

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３
７
７
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

地籍調査（住所表示変更）を進めています
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　平成22年度から市街地を16計画区に分割し、順次地籍調査

を進め、併せて分かりやすい住所表示に変更しています。

問都市計画課地籍調査係（☎757-3342）

●市街第４計画区

　（該当行政区：高田町１・２、昭和町２・３、

泉町、西寺町、七軒町、加賀糸屋町、駅通り）

●市街第５計画区

　（該当行政区：本町４・５、昭和町４、旭町、

西浦町東・西、稲荷町１・２、稲荷町３東、

稲荷町３南（一部）、丸山町（一部）、田中町

東・西、田中町本通り）

　　地籍調査が完了し、11月17日㈪をもって

住所表示が変更になります。

　　住所変更手続きに必要な各種証明書や手続

きのしおりなどは、11月19日㈬以降に該当

する人へ発送します。

※新旧地番対照表や手続きのしおりは市ホーム

ページでも閲覧できます

■変更例

　変更前表示：十日町市〇〇番地

　　　　　　　十日町市寅甲〇〇番地

　変更後表示：十日町市高田町二丁目〇〇番地

　　　　　　　十日町市本町五丁目〇〇番地

市街地第４・５計画区の住所表示が変更になります

●市街第６計画区

　（該当行政区：学校町１・２、川原町）

●市街第７計画区

　（該当行政区：上川町、田川町１～３）

　　平成27年秋ごろに住所表示が変更になる

予定です。

市街第６・７計画区の進捗状況

●市街第８計画区

　（該当行政区：本町６- １～３、稲荷町３北、

西本町２・３、八幡田町、下川原町）

●市街第９計画区

　（該当行政区：稲荷町３本通り・４・西、西

本町１）

　　平成27年度から現地調査に入ります。

※地籍調査の進捗をはかるため、２つの計画区

を実施する予定です

※調査に入る前に関係者へ案内文書を送付し、

説明会を開催しますので、参加をお願いしま

す

※円滑な調査のために現地調査前に隣接の土地

所有者と筆界（境界）について確認をお願い

します

市街第８・９計画区の進捗状況

十日町病院周辺道路が一部通行止めとなります

　駐車場から病院までは歩行者

用の仮設通路を設置しますが、

一時的に待機あるいは通行でき

ないときがあります。なお、斜

線部分の駐車場は、整備完了次

第に利用できます。

日11月下旬～ 12月上旬

●場所＝市道桜木町高田町３丁

目南線の一部（十日町病院東

側出入口付近）

問地域中核病院建設推進室

　（☎757-3187）

外来駐車場

構内出入口 市道本町西線

工事中

飯山線・ほくほく線

高
田
町
通
り

外来
駐車場

外来
駐車場

市道拡幅工事箇所
通行止めとなります

十日町病院

十
日
町
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会

日
11
月
18
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～

会
市
役
所
本
庁

内
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
給

与
に
つ
い
て

問
総
務
課
人
事
係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
８
７
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
結
果
発
表

　
10
月
26
日
㈰
開
催
の
環
境
フ
ェ

ア
で
、
十
日
町
市
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。（
敬

称
略
）

【
個
人
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
樋
口
雅
春
（
宮
下
町
西
）

◎
優
秀
賞

　
栗
林
洋
一
（
中
条
新
田
）、
南

雲
信
二
（
関
根
１
）

◎
優
良
賞

　
遠
田
孝
雄
（
川
治
上
町
１
）、

井
口
捨
三
郎
（
内
後
２
）

【
団
体
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
千
手
小
学
校
　
わ
か
ぶ
な
緑
の

少
年
団
・
5
年
（
学
校
町
）

◎
優
秀
賞

　
羽
根
川
荘
（
田
麦
）、
十
日
町

農
協
松
之
山
支
店
（
松
之
山
）

◎
優
良
賞

　
㈱
丸
山
工
務
所
（
稲
葉
）、
な

ぐ
も
原
・
結
い
の
里
（
南
雲
）

問
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２

｜

３

９
２
４
）

特
別
徴
収
説
明
会

　
平
成
27
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
の
特
別
徴
収
（
給

与
か
ら
の
天
引
き
）
を
開
始
す
る

事
業
主
向
け
の
説
明
会
で
す
。
※

税
務
署
の
年
末
調
整
説
明
会
（
午

後
２
時
～
）
と
併
せ
て
開
催

日
11
月
21
日
㈮
午
後
4
時
～
4
時

30
分

会
市
民
会
館

対
特
別
徴
収
未
実
施
事
業
主

内
個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の
制

度
・
事
務
概
要
説
明

問
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
７
５
７

｜
３
７
１
６
）

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

　
10
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
か
ら
、
法
人
市
民
税
法
人

税
割
の
税
率
を
14
・
7
％
か
ら

12
・
1
％
に
引
き
下
げ
ま
す
。
こ

れ
は
法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
一

部
を
国
税
化
し
、
地
方
交
付
税
の

原
資
に
充
て
る
た
め
で
す
。
※
地

域
間
の
税
源
の
偏
り
や
財
政
力
格

差
の
縮
小
を
図
る
た
め
の
地
方
税

制
改
正
に
よ
る
も
の
で
す

問
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
６
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」

　
11
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
ま
で

を
「
女
性
の
人
権
ホ
�
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
」
と
し
て
、
法
務
局
職

員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

日
11
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
、22
日
㈯
・

23
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５
７
︱

０
７
０
︱
８
１
０（
全
国
共
通
）

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
︱
２
５
７
５
）

青
色
申
告
決
算
書
の
説
明
会

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
７
５
６

｜

６
０
０
１
）

ご
存
じ
で
す
か
？

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と

し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
木
材
・

ア
ス
フ
�
ル
ト
な
ど
）
の
分
別
解

体
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
家
屋
の
解
体
な

ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分

別
解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
☎
０
２
５

︱
２
８
０
︱
８
８
８
０
）

【
市
報
変
更
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

　
市
報
10
月
25
日
号
10
ペ
ー
ジ
お

知
ら
せ
・
ガ
イ
ド
の
﹁
中
越
大
震

災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
�

症
候
群
検
診
﹂
で
会
場
が
「
ク
ロ

ス
テ
ン
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
16

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
み
﹁
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
﹂
に
変
更
訂
正
す

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
市
報
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
10
月
25
日
号
18
ペ
ー
ジ

「
11
月
の
休
日
救
急
医
」
で
、
23

日
（
日
・
祝
）
の
医
療
機
関
に
「
中

条
病
院
（
北
原
・
☎
７
５
７
︱
３

０
１
８
）」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
国
保
川
西
診
療
所

と
中
条
病
院
の
２
医
院
で
の
体
制

と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

対象 開催日 時間 会場

営業所
得関係

12月
１日㈪

午後１時
～３時

松代総合
センター

12月
４日㈭

午前10時
～11時30分

市民会館
午後１時
～３時

農業所
得関係

12月
３日㈬

午前10時
～11時30分

十日町
農協本店

「あさがお」

「ゴーヤ」



Serialization corner 連載コーナー

元気なお年寄りを紹介し、健康の秘けつなどをうかがいます。

連載コーナー Serialization corner

　高校１年生から50
代まで、幅広い年代の
メンバーで活動してい
ます。「自分がいなく
ては」と個々の責任感
も高まり、歌声はます
ます力強く、メンバー
の信頼感はゆるぎない
ものになりました。
　新たな仲間を随時募
集中です。

　９月21日㈰キナーレで行わ
れたオータムコンサートに出
演。このほか清津ピクニックコ
ンサート・駅西まつり・敬老会
など多くのイベントで歌声を披
露しました。

　毎週水曜日午後８時か
ら、市民会館のステージで
練習しています。「疲れて
いても元気になる」「歌う
ことで次の日笑顔で仕事に
行けるし人に優しくなれ
る」と、歌声を重ねるひと
ときは、前向きな日々の源
です。
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活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

80

　「
私
た
ち
に
ゴ
ス
ペ
ル
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」。
平
成
18
年
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

田
口
好た

か

よ世
さ
ん
（
本
町
西
１
・
64
歳
）

の
自
宅
に
３
人
の
高
校
生
が
訪
れ
ま
し

た
。
中
学
生
の
と
き
に
見
た
映
画
「
天

使
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
」
の
歌
の
世
界
に

魅
了
さ
れ
、
歌
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

活
動
し
て
き
た
高
橋
萌
さ
ん
（
新
座
・

24
歳
）
た
ち
は
、
高
校
卒
業
後
も
続
け

た
い
と
指
導
を
願
い
出
ま
し
た
。
熱
意

に
押
さ
れ
快
諾
し
た
田
口
さ
ん
の
元
に

15
人
ほ
ど
の
高
校
生
が
集
ま
り
、「
雪

の
華
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
最
初
は

直
立
不
動
で
歌
う
の
が
精
一
杯
で
し

た
」
と
、
高
橋
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
活
動
の
転
機
は
、
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
出
演
後
に
訪
れ
ま
し
た
。
一
人
の

女
性
が
彼
女
た
ち
の
歌
声
に
心
を
動
か

さ
れ
、練
習
場
の
扉
を
叩
い
た
の
で
す
。

大
人
が
参
加
す
る
こ
と
で
世
代
を
超
え

て
社
会
と
つ
な
が
る
場
と
な
り
、
活
動

は
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　「
技
術
を
磨
き
、
雪
ま
つ
り
の
メ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
こ
と
が
目
標
。
将

来
は
ゴ
ス
ペ
ル
の
プ
ロ
と
競
演
す
る
こ

と
が
夢
で
す
」
と
田
口
さ
ん
。
12
月
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
心
は
も
ち
ろ
ん
雪
を
も
溶
か
す

熱
い
ス
テ
ー
ジ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　11月に102歳を迎えるにもかかわらず「体は

たっしゃです」と話すとおり、痛いところも常

用している薬もないというキクノさん。外に出

るのが好きで、天気が良ければ家の周りの草取

りなどをしています。その途中でご近所さんを

見かけたら声をかけ、お茶飲みをしながら畑の

様子や野菜の出来具合などについておしゃべり

を楽しんでいます。廣田 キクノさん（小原・101歳）

28

　「イクメン」とは育児を楽しんで
いるメンズ（男性）、「カジダン」と
は家事に積極的な男性のことです。
そんな我が家自慢のイクメン・カジ
ダンを紹介します。

㉛

　我が家のイクメン☆カジダン募集中！育児や家事に
取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課広報広聴係☎757-3112

パパ：阿部 昭仁さん（北新田２・34歳）
わが
家の

　時間のあるときは、バーベキュー
をするなどして、子どもの楽しみ
をつくるようにしています。

心
を
溶
か
す
交
歓
の
響
き

十
日
町
ゴ
ス
ペ
ル
「
雪
の
華
」

　﹁
雪
の
華
﹂
は
�
ゴ
ス
ペ
ル
や
ポ
ピ
�
ラ
�
音
楽
か
ら
日
本
の
叙
情
歌
ま
で
�
幅
広

い
歌
の
世
界
を
全
身
で
奏
で
る
グ
ル
�
プ
で
す
�
歓
び
や
心
情
を
歌
い
上
げ
る
そ
の
声

は
�
聴
く
人
の
心
を
深
く
に
語
り
か
け
ま
す
�
現
在
は
�
12
月
13
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る

十
日
町
教
会
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
�
ト
に
向
け
練
習
中
�﹁
歌
う
人
も
聴
く
人
も

楽
し
く
幸
せ
に
な
れ
る
空
間
を
も
�
と
広
げ
た
い
﹂
と
�活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
問
合
せ

：

代
表
・
波
間
み
え
さ
ん
︵
☎
７
５
２

｜

７
５
９
２
︶

　家事も育児も協力してくれ
ます。仕事が遅くなることも
あるので助かっています。 

　優しく自転車を教えて
くれるお父さんが好き！
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ふ
わ
ふ
わ
わ
く
せ
い

尾
身
　
叶か

な

と翔
さ
ん
（
３
年
）

き
れ
い
な
さ
く
ら

吉
澤
　
柊
し
�
う

さ
ん
（
５
年
）

お
に
が
し
ま
に
行
っ
た
よ

佐
藤
　
五ご

り

ん輪
さ
ん
（
２
年
）

鐙島小学校
113

　コンパスでかいた絵に、やさしい
色をぬったらタイトルが思いうか
びました。このわくせいは全部ふわ
ふわで、はしもふわふわだから食
べ物を食べるのもむずかしいです。

　学校の桜がきれいだったので絵
にしました。光と影の部分を色の
濃さで表現しました。花の色をつ
くるところを苦労しましたが、が
んばってよかったです。

　このたまごは、どこにでも行け
るたまごです。ぼくはあいぼうと
おにがしまに行きました。がんば
ったところは、ぼくやあいぼうの
うでや足をつくるところです。

　

あ
さ
が
お
を
そ
だ
て
ま
し

た
。
あ
か
、
あ
お
、
ピ
ン
ク
の

き
れ
い
な
花
が
さ
き
ま
し
た
。

花
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
「
や

っ
た
ー
」
と
お
も
っ
た
と
き
の

よ
う
す
を
か
き
ま
し
た
。

あさがおがさいてうれしかった

丸山　萠
め

衣
い

さん（１年）

　

人
間
が
動
物
た
ち
に
マ
ジ
ッ

ク
を
見
せ
て
い
る
絵
で
す
。
動

物
た
ち
が
び
っ
く
り
し
て
い
る

様
子
と
、
拍
手
し
て
い
る
様
子

も
描
い
て
楽
し
い
場
面
と
な
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
「
不
思
議
な
乗
り
物
に
乗
っ
て

行
っ
て
み
た
い
世
界
」
の
テ
ー
マ

で
、
自
分
が
小
さ
く
な
っ
た
世
界

を
か
き
ま
し
た
。
人
の
大
き
さ
の

変
化
と
、
自
分
に
光
を
当
て
た
と

こ
ろ
を
工
夫
し
ま
し
た
。

みんなビックリ！

髙橋　瑠
る

奈
な

さん（４年）

え～！なんで～！

齋木　駿
しゅん

さん（６年）
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